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汐
留
遺
跡

所
在
地
　
　
　
東
京
都
港
区
東
新
橋
他

調
査
期
間
　
　
一
九
九
二
年
度

。
一
九
九
三
年
度
調
査
　
一
九
九
二
年

（平
４
）
五
月
１

一
九
九
四
年
三
月

発
掘
機
関
　
　
①
東
京
都
教
育
文
化
財
団
東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
千
葉
基
次

・
千
野
裕
道

。
小
林
博
範

・
福
田
彼

一
・
小
島

正
裕

・
斎
藤

進

。
竹
花
宏
之

・
西
澤

明

・
小
林

裕

・
石
崎
俊
哉

遺
跡
の
種
類
　
縄
文
時
代
遺
物
散
布
地

。
大
名
屋
敷

・
鉄
道
施
設

遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代

。
江
戸
時
代

・
明
治
時
代
以
降

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構

の
概
要

＞

　

汐
留
遺
跡
は
、
Ｊ
Ｒ
新
橋
駅

輔

と
浜
松
町
駅
を
結
ぶ
東
側
の
地

棘

区
で
、
ほ
ぼ
旧
国
鉄
汐
留
貨
物

部

操
車
場
跡
地
に
あ
た
る
。
北
は

紬

外
堀
通
り
、
西
は
国
道

一
五
号

棘

線

（第

二
爪
浜
）
に
並
行
す
る

街
区
に
接
し
、
東
に
は
旧
浜
離

宮
庭
園
を
望
む
い
南
北
約

一
一
〇
〇
ｍ
、
東
西
約
四
Ｏ
Ｏ
ｍ
の
範
囲
で
、
遺
跡

総
面
積
は
約
三
〇

・
六
ｈａ
に
及
ぶ
。
調
査
地
は
、
北
か
ら
脇
坂
家

（龍
野
藩
ド

伊
達
家

（仙
台
藩
▼

保
科
家

察

津^
藩
）
の
屋
敷
地
と
し
て
、
明
治
新
政
府
に

接
収
さ
れ
る
ま
で

（
一
人
七
〇
年
か
）
存
続
し
、
そ
の
後
鉄
道
用
地
と
な
る
。

東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
は
、　
一
九
九
二
年
よ
り
調
査
を
始
め
、
現
在

も
継
続
中
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
現
段
階
で
認
識
し
得
た
伊
達

・
脇
坂
両
屋
敷
の

変
遷
過
程
の
概
略
を
述
べ
る
。

【
伊
達
家
屋
敷
】

初
期
の
屋
敷
地
は
、
伊
達

・
脇
坂
両
屋
敷
と
も
に
大
規
模
な
造
成
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

，
達
家
屋
敷
に
は
、
①
寛
永

一
人
年

（
三
ハ
四
３

下
屋
敷
と
し

て
拝
領
、
②
延
宝
四
年

（
三
ハ
七
工０

上
屋
敷
成
立
、
海
手
に
添
地
屋
敷
拡
張
、

③
宝
永
四
年

（
一
七
〇
七
）
外
周
道
路
成
立
、
屋
敷
地
の

一
部
を
幕
府
に
接
収
、

④
寛
保
三
年

（
一
七
型
こ

海
手
囲
い
込
み
、
屋
敷
拡
張
、
⑥
明
治
三
年
接
収
、

と
大
き
な
画
期
が
五
回
あ
る
。
堆
積
状
況

（整
地
層
）
か
ら
み
て
、
初
期
造
成

に
伴
う
と
考
え
ら
れ
る
埋
め
立
て
層

（砂
層
が
主
体
）
以
降
の
整
地
層
で
は
、

火
災
層

（面
）
な
ど
鍵
層
と
し
て
捉
え
る
こ
と
の
で
き
る
層

（面
）
が
顕
著
で

な
い
。
延
宝
四
年
を

一
つ
の
定
点
と
し
た
場
合
、
②
以
前
の
状
況
は
砂
層
埋
め

立
て
層
上
面
で
確
認
し
た
遺
構
、
お
よ
び
屋
敷
東
半
分
全
面
に
広
が
り
を
も
つ

船
入
場
に
示
さ
れ
る
。
前
者
の
場
合
、
陶
磁
器
の
年
代
観
か
ら
下
屋
敷
段
階

（あ
る
い
は
拝
領
以
ユＵ

の
遺
構
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
大
き
く

一
七
世
紀
前
半
代

と
後
半
代
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
以
降
は
、
ロ
ー
ム

。
ブ
ロ
ッ
ク
を
比
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較
的
顕
著
に
包
含
す
る
整
地
層
が
基
層
と
な
る
。
こ
の
整
地
層
上
で
確
認
で
き

る
遺
構
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は
陶
磁
器
の
年
代
観
か
ら
、
瀬
戸

・
美
濃
窯

に
対
比
で
き
る
磁
器
を
主
た
る
構
成
要
素
に
も
つ
か
否
か
で
二
段
階
設
定
し
て

お
き
た
い
。
⑤
段
階
は
、
屋
敷
境
堀
に
直
結
す
る
船
入
場
の
廃
絶
状
況
に
示
さ

れ
る
。
③
④
を
示
す
状
況
は
、
外
郭
線
に
関
わ
る
事
柄
で
あ
り
、
調
査
対
象
区

域
外
と
な
る
。

【
脇
坂
家
屋
敷
】

伊
達
家
同
様
に
、
①
寛
永
九
年
下
屋
敦
成
立
下
限

（『武
州
豊
嶋
郡
江
戸
庄

図
６

②
明
暦
三
年

（
三
ハ
五
七
）
上
屋
敷
成
立
、
屋
敷
拡
張
、
③
宝
永
四
年
外

周
道
路
成
立
、
屋
敷
地
の

一
部
を
幕
府
接
収
、
④
明
治
三
年
新
政
府
に
接
収
が

大
き
な
画
期
と
し
て
設
定
で
き
る
。
各
段
階
は
以
下
の
遺
構
に
示
さ
れ
る
。
①

…
下
屋
敷
外
郭
土
留
め
施
設

・
隅
角
石
垣
、
②
…
上
屋
敷
造
成
の
埋
め
立
て
に

伴
う
土
留
め
施
設

・
船
入
場
、
③
…
屋
敷
外
郭
東
縁
石
垣
、
外
周
道
路
の
側
溝

（石
組
溝
）、
①
…
庭
園
池
の
覆
土
を
形
成
す
る
瓦
お
よ
び
焼
土
。

①
の
下
屋
敷
段
階
は
、
屋
敷
外
郭
施
設
の
変
化
で
二
期
に
細
分
で
き
る
。
す

な
わ
ち
、
伊
達
家
下
屋
敷
拝
領
を
契
機
に
、
石
垣
に
よ
る
屋
敷
境
堀
が
造
営
さ

れ
た
こ
と
が
十
分
想
定
で
き
、
同
時
に
脇
坂
家
屋
敦
で
、
屋
敷
コ
ー
ナ
ー
部
の

隅
角
石
垣
が
構
築
さ
れ
た
段
階
を
画
期
と
す
る
。
②
は
、
土
留
め
施
設
の
変
遷

が
埋
め
立
て
過
程
を
示
し
、
汐
留
川
に
開
口
す
る
船
入
場
の
成
立
ま
で
が

一
過

程
で
あ
り
、
初
期
上
屋
敷
の
範
囲
が
確
定
す
る
。
ま
た
、
こ
の
成
立
年
代
は
埋

〔文
三
年
〕

め
立
て
層
出
土
墨
書
木
製
品
に
あ
る
、
「寛
□
□
□

（
三
ハ
△
こ

／
卯
ノ
／
二

月
十
五
日
」
を
下
限
と
考
え
て
お
く
。
埋
め
立
て
は
船
入
場
の
廃
絶
を
も
っ
て

最
終
と
な
る
。

②
以
降
③
ま
で
は
、
埋
め
立
て
直
上
の
整
地
層
を

一
段
階
、
③
成
立
年
と
同

年
の
富
士
宝
永
山
の
降
下
火
山
灰
層
を
上
位
に
も
つ
整
地
層
を
二
段
階
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
前
者
は
、
整
地
面
上
に
火
災
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
被
熟
赤
変

し
た
状
況
が
認
め
ら
れ
る
。
後
者
は
、
ほ
ぼ
屋
敷
全
域
に
認
め
ら
れ
、
山
砂
質

粘
質
土
を
基
本
と
し
、
陶
磁
器
な
ど
の
遺
物
が
極
め
て
希
薄
な
整
地
層
で
あ
る
。

脇
坂
家
上
屋
敷
の
遺
構
群
は
、
こ
の
整
地
層
を
境
に
大
き
く
三
分
で
き
る
。
ま

た
、
こ
の
層
を
境
に
止
ま
っ
て
い
る
噴
砂
が
確
認
で
き
た
。
液
状
化
現
象
を
引

き
起
こ
し
た
宝
永
四
年
以
前
の
地
震
と
し
て
、
元
禄

一
六
年

（
一
七
〇
一こ

の

大
地
震
が
考
え
ら
れ
、
こ
れ
を
整
地
層
の
上
限
年
代
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

③
以
降
の
段
階
は
、
屋
敷
外
郭
東
縁
及
び
屋
敷
境
堀
の
瓦
溜
め
群
が
形
成
さ

れ
る
起
因
と
な
っ
た
屋
敷
全
体
に
及
ぶ
火
災
を
境
に
、
遺
構
の
ま
と
ま
り
を
前

後
二
段
階
設
定
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
瓦
溜
め
群
も
、
瀬
戸

・
美
濃
窯
に
対
比

で
き
る
磁
器
を
主
た
る
構
成
要
素
に
も
つ
か
否
か
で
二
段
階
が
設
定
で
き
る
。

火
災
に
つ
い
て
は
、
主
体
を
寛
政
六
年

（
一
七
九
四
）
の
大
火
に
比
定
し
て
お

く
。
出
土
陶
磁
器
で
は
、
墨
書
紀
年
銘
資
料

「天
明
五
乙
巳
年

（
一
七
八
五
こ

「文
政
十
年

（
一
仝

一七
と

な
ど
が
、
塵
芥
溜
め
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
遺
構

年
代
観
を
考
え
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
④
は
、
上
記
以
外
で
は
屋
敷
境

堀
の
埋
没
状
況
に
端
的
に
示
さ
れ
る
。
池
か
ら
は
、
伊
達
家
の
家
紋
で
あ
る

「
三
引
き
両
」
を
瓦
当
文
様
に
も
つ
軒
九
瓦
が
多
数
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、



御
用
地
と
な
っ
て
以
降
鉄
道
用
地
と
し
て
の
整
地
作
業
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
紹
介
す
る
資
料
は
、　
一
九
九
二

・
九
三
年
度
調
査
の
遺
物
で
、
調
査
地

点
は
脇
坂
家
屋
敷
東
約
半
分
、
伊
達
家
屋
敷
東
約
四
分
の

一
の
範
囲
に
あ
た
る
。

木
製
品

（漆
製
品
を
含
む
）
の
出
土
し
た
主
な
遺
構
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
脇
坂
家
上
屋
敷
拡
張
に
伴
う
埋
め
立
て
層

（埋
土
）
及
び
、
埋
め
立

て
層
最
上
部
で
確
認
で
き
る
窪
み

（落
ち
込
み
）。
両
屋
敷
の
下
屋
敷
段
階
に
お

け
る
廃
棄
物
を
含
む
可
能
性
が
高
く
、
数
量
的
に
は
、
九
二
年
度
出
土
総
点
数

の
約
半
分
を
占
め
る
。

次
に
、
伊
達

・
脇
坂
両
上
屋
敷
段
階
の
諸
遺
構

（塵
芥
溜
め
が
主
体
）。
こ
の

う
ち
、
脇
坂
家
屋
敷
塵
芥
溜
め
遺
構
六
Ｊ

‐
〇
七
八
か
ら
は
、
陶
磁
器

・
土
器

お
よ
び
木
製
品
を
含
め
質
量
と
も
に
豊
富
な
遺
物
が
出
土
し
た
。
陶
磁
器
の
年

代
か
ら

一
七
世
紀
末
か
ら

一
人
世
紀
前
半
の
遺
構
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
六

Ｊ

‐
〇
三
三
は
同
様
に

一
九
世
紀
前
半
代
の
遺
溝
で
あ
る
。

第
三
に
、
伊
達

・
協
坂
両
屋
敷
を
区
画
す
る
境
堀
。
境
堀
に
は
、
伊
達
家
屋

敷
拝
領
以
降
、
両
家
下
屋
敷
段
階
に
成
立
し
た
石
垣
に
囲
ま
れ
る
範
囲
と
、
脇

坂
家
屋
敷
拡
張
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
範
囲

（上
屋
敷
段
階
）
に
大
き
↑
三
分
さ

れ
る
が
、
今
回
紹
介
の
資
料
は
後
者
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。

九
二

。
九
三
年
度
の
出
土
木
製
品
の
総
点
数
は
約
二
万
七
〇
〇
〇
点
で
、
そ

の
内
文
字
資
料
は
約
七
〇
〇
点
で
あ
る
。
札
、
箱
物
、
将
棋
駒
、
曲
物
、
箆
、

刷
毛
な
ど
や
、
木
樋
、
桶
底
板

・
側
板
な
ど
に
文
字
が
認
め
ら
れ
た
。
記
載
方

法
は
、
墨
書
、
焼
き
印
、
刻
印
、
刻
文
に
よ
る
。
そ
の
う
ち
今
回
報
告
す
る
の

は
、
荷
札
、
鑑
札
、
通
行
札
、
水
札
な
ど
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一　
脇
坂
家
上
屋
敷
拡
張
に
伴
う
埋
め
立
て
層

⑪
　
。
「工
酢
酷
跡
メ
糖
正
味
五
拾
斤
入
　
　
　
」

。「�融齢放縮胎
朗殿　児玉嘉左
衛
刊

日
永
長
左
衛
門
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　

］ヽ
衰
卜凝
『

②
　
。
「
＜
御
く
ら
　
一τ
　
　
　
　
」

。
「
＜
寅
十
月
朔
日都
志
九
郎
兵
衛
」
　
　
　
　
　
　
牌Φ受
伽粟
∞

①

　

「
＜
川
崎
平
右
衛
門
殿
　
江
戸
屋
敷
二
而

矢
上
勘
兵
衛

高
峯
右
平
次

�
鋤

継

岬

て

∞∞癖

ら

い
　
。
「
＜
殿
様
へ
上
ケ
申
候
　
　
　
　
　
な
ら

□
ひ
は
り
弐
十
五
　
　
　
い
ち
太
夫
」

。
「
＜
殿
様
へ
上
ケ
申
候
　
　
　
　
　
な
ら

□
ひ
は
り
弐
十
五
　
　
　
市
太
夫
　
」
Ｐ
⇔
ミ
×
Ｎ
μ
×
∞

Ｏ
Ｆ

〇
∞
］
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(0(3)   (7)

「　ヽ■。灯
願
屋
□
右
衛
門
殿
　ま
いる」

「
。
棚
加
創
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
」

「中̈一̈̈̈
¨̈̈“̈̈̈
¨̈̈̈
中十日］　　　　　　　　　　　　　」

δ
酵

畿

舒

「
＜
江
川
新
右
衛
門
様
　
　
大
木
八
大
夫
」

「欄麟醐難翻醜
盤

簸

酵

　
」

マ
闘
酸
堅
窪
仰門

」

「
＜
や
と
へ
　
ま
い
る
」

い
∞
卜
×

ヽ
∞
×

μ
Ｐ
　

ｏ
Ｐ
牌

］
お

×
⇔
ド
Ｘ

ヽ

　

ｏ
麟

い
０
⇔
×
中
２
Ｘ
卜
　
Φ
∞
ω

ω
］
］
×

ω
∞
Ｘ

∞
　

ｏ
ド
い

μ
Ｏ
中
Ｘ

］
中
Ｘ

ヽ
　

⇔
∞
］

l101

けヽ′
Ｏ

llDlln

「＜鮮
峰
様　
君
詐

」

「＜
ｒ圭講軸端製丹
楓一一日鞣Ｗ剃
韓耀脳ぱ鈴謎判
囲ドミ
×８
×８

「
宅
粗
鮮
戸
之
格
式
二
下
り
」

「
／．予朗祥▼
）　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　や６ｏＸ
ωい�一↓

「砲
離
国

「Ｏ・̈】け中̈‐‐４中中一　　　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∝Φ〉〈伽∞〉，伽

「
。
　
絣
″
一唯

〔・劃
れ
砿
衛
門
ズ
印
と

Ｆ
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押
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喜
兵
衛
殿

ま
い
る

」

脇
坂
家
上
屋
敷
遺
構
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・
「
ｏ
Ｏ
□
村
伝
兵
衛

・
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日

□

日
Ｈ
日
Ш
長
左
衛
門
内
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「
９
脇
坂
淡
路
守
　
荷
物
」
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「
ｏ
日

Ц

」

江
□

脇
坂
淡
路
守
御
屋
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・
Ｔ

江
戸
同

回

□
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龍
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「
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1996年出上の木簡

〓
一　
屋
敷
境
堀

99
ハ
ツ
あ
峰13011311

「
ｏ
仙
台
家
中
坂
本
平
右
衛
門
」

「
ｏ
仙
台
家
中
坂
本
平
右
衛
門
」

「米
山
九
人
郎
」

「仙
台
家
中
　
」

「
ｏ
只
野
欽
五
荷
　
　
」

「
ｏ
仙
台
　
只
野
欽
五
」

「
い
せ
大
神
宮
　
　
　
　
　
　
　
　
（焼
印
）

山
崎
屋
次
郎
兵
衛

日
川
□
□
ん
二
両

○

廟
□

上
々
．醍

ヵ
だ

油
四
勺
弐
□
入

（焼
印
）
　

匁
□
口
日

――
□
　
　
　
　
　
　
」

「
ｏ
仙
台
家
中
大
町
因
幡
納
戸
荷
物
」

「ｏ則

郎榊
鮪
醐内
酌
剛□
回
要様
ｏ

笠
原
内
記
内
　
磯
田
与
左
衛
門
　
　
　
」

1321

「欺
舶
幹
王
醐
麟
帥
離
動
　
同
勘
□

同
勘
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

「
ｏ
仙
台
藩
大
槻
八
右
衛
門
荷
物
」

「
ｏ
十
六
ば
ん
」

「
ｏ
拾
六
ば
ん
」

Ｔ

シ
ヤ
ヘ
ル
」

「
ｏ
通
り
札

語

　

　

」〔謙
ヵ
〕

⑭
　
。
「
ｏ
上
藩
金
子
□

。
「
ｏ
日

回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∞９
×
∞伽×
∞
ｏＰΦ

い
ｌ
⑭

（埋
土
出
土
。
以
下
括
弧
内
に
出
土
遺
構
を
示
す
）
①

（六
Ｊ
‐
落
ち
込
み

三
）
⑪
⑩

（六
Ｊ
‐
落
ち
込
み
七
）
⑪

（六
Ｋ
‐
落
ち
込
み
九
）
は
、
荷
札
と
考
え

ら
れ
る
。
⑫
⑬

（六
Ｊ
‐
落
ち
込
み
こ

⑭

（六
Ｊ
‐
落
ち
込
み
七
）
ω

（六
Ｊ
‐

落
ち
込
み
こ

は
、
通
行
札
か
。
⑭
ｌ
⑩

（六
Ｊ
‐
〇
七
八
）
の

（六
Ｊ
‐
〇
三

三
）
は
、
荷
札
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｄ
ｌ
的
は
脇
坂
家
屋
敷

一
括
資
料
で
あ
る
。

例
②
は
荷
札
、
⑭

全
ハ
Ｋ
一
括
）
は
水
札
、
の
い

全
ハ
Ｋ
一
括
）
は
通
行
札
と
考

え
ら
れ
る
。
い
ｌ
①
は
荷
札
。
⑭
は
鑑
札
。
∞
∞
は
、
い
ず
れ
も
幕
末
か
ら
明

治
に
か
け
て
の
資
料
で
あ
る
。
∞
は
、
通
行
札
と
考
え
ら
れ
、
シ
ヤ
ヘ
ル
は
お

ω
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×
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一屋
い
外
国
人
技
師
で
あ
る
。

木
簡
の
釈
文
の
校
注
は
、
岡
宏
三
、
船
橋
明
宏
、
宍
戸
知
の
各
氏
に
よ
る
。

９
　
関
係
文
献

汐
留
地
区
遺
跡
調
査
会

『汐
留
』
盆

九
九
五
年
）

同

『汐
留
遺
跡
』
盆

九
九
六
年
）

東
京
都
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『汐
留
遺
跡
―
旧
汐
留
貨
物
駅
跡
地
内
遺
跡

発
掘
調
査
概
要
Ｉ

・
Ⅱ

・
Ⅲ
Ｉ
』
盆

九
九
五
・
九
六
・
九
七
年
）

同

『汐
留
遺
跡
Ｉ
Ｉ
旧
汐
留
貨
物
駅
跡
地
内
の
調
査
―
』
全

九
九
七
年
）

（石
崎
俊
哉
）

茎
Ｆ
鴻
ｎ
晩
漿
姉
鵬
　
鴬
遮
紳
職
婢
科
認

１
　
所
在
地
　
　
　
東
京
都
新
宿
区
神
楽
河
岸

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
〇
年

（平
２
）

一
〇
月
―

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
地
下
鉄
七
号
線
溜
池

・
駒
込
間
遺
跡
調
査
会

４
　
調
査
担
当
者
　
谷
川
章
雄

。
初
木
　
真

５
　
遺
跡
の
種
類
　
近
世
都
市

（城
郭
）

６
　
遺
跡
の
年
代
　
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
、
江
戸
城
外
堀
牛
込
御
門
外
の
橋
詰
に
あ
た
る
。
調
査
は
営
団
地

下
鉄
南
北
線
の
建
設
に
伴
い
実
施
さ
れ
た
。
牛
込
御
門
お
よ
び
こ
れ
に
続
く
橋

は
、
寛
永

一
三
年

（
三
全
天
）

に
江
戸
幕
府
が
動
員
し
た

一
一

三
の
大
名
の

「御
手
伝
普
請
」

に
よ
り
構
築
さ
れ
て
い
る
。
牛

込
御
門
は
、
阿
波
徳
島
藩
蜂
須

賀
忠
英

含
一五
万
七
〇
〇
〇
石
）

に
よ
り
構
築
さ
れ
て
お
り
、
御

門
橋
も
同
家
の
手
に
よ
る
と
推

測
さ
れ
る
。

(東京西北部・東京東北部)




